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高
田
、
釜
石
支
部
な
ど
、
東

日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
病
院

支
部
も
出
席
し
、
第
１
４
６
回

中
央
委
員
会
が
、10
月
22
日
㈯
、

盛
岡
市
「
水
産
会
館
」
で
開
催

さ
れ
、
秋
・
年
末
の
運
動
方
針

を
決
め
ま
し
た
。

　

来
賓
に
、
岩
手
医
労
連
、
い

わ
て
労
連
、
日
本
共
産
党
の
３

団
体
（
社
民
党
は
欠
席
）
が
出

席
し
、
特
に
県
議
会
で
の
達
増

知
事
に
よ
る
被
災
し
た
３
病
院

の
復
活
へ
の
言
及
に
対
し
、
県

医
労
を
先
頭
に
し
た
運
動
の
成

果
で
あ
り
、
さ
ら
に
取
り
組
み

の
強
化
が
必
要
だ
と
、
激
励
が

あ
り
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案
の
２
０
１
１
年

秋
・
年
末
運
動
方
針
の
討
論

で
は
、
各
支
部
で
の
実
態
を

含
め
て
活
発
な
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。「
職
場
に
あ
き
ら
め

モ
ー
ド
も
あ
る
。
こ
ん
な
に
運

動
し
て
も
人
手
不
足
が
改
善
さ

　人事院は３年連続のマイナス勧告を行いました。
主な内容は、①月例給は平均899円（0.23％）の引
き下げ、一時金は据え置き（3.95ヶ月）、②50歳台
に重点を置いた40歳台以上の俸給表の引き下げ、③
経過措置額は平成24年度は２分の１（上限１万円）
に減額、平成25年４月に廃止、などです。また、政
府が勧告制度を無視して、国家公務員の賃金を平均
7.8％カットする「給与臨時特例法案」を上程した
ことについては、「強い懸念」を表明しています。
　地公共闘（県職員７労組）、県公務共闘（自治労連、
県国公、県医労、福祉労組、郵産労）といわて労連
では、それぞれ県人事委員会に対し、国に追随する
ことなく賃金・労働条件の充実をはかる勧告を行う
よう要請書を提出しました。

人2011

３年連続マイナス勧告

れ
な
い
」、「
超
勤
を

書
く
と
何
を
し
て
い

た
の
と
聞
か
れ
、
書

き
づ
ら
い
雰
囲
気
も

あ
る
が
、
負
け
な
い

で
み
ん
な
で
書
い
て

い
る
。
自
分
の
体
は

自
分
で
守
ら
な
い
と

ダ
メ
だ
」、「
事
務
局

長
交
渉
で
増
員
を
追

及
し
、
９
、
10
月
に

他
病
院
か
ら
の
異
動

（
兼
務
発
令
）
で
10

人
の
増
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
患
者
の
重

症
化
、
７
対
１
看
護
の
実
施
も

あ
り
、
増
え
た
実
感
が
な
い
」、

「
年
次
を
希
望
し
て
も
非
番
に

さ
れ
る
」「
１
人
の
病
休
で
、

す
ぐ
に
９
日
夜
勤
と
な
る
。
10

月
は
勤
務
割
り
作
成
時
点
で
９

日
夜
勤
だ
」「
現
状
を
ど
う
変

え
る
か
。
忙
し
い
か
ら
組
合
に

行
け
な
い
と
い
う
壁
を
乗
り
越

え
、
頑
張
ろ
う
」
な
ど
の
発
言

を
受
け
、
方
針
は
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
号
議
案
の
「
書
記
給
与

の
補
填
」
に
つ
い
て
は
、
支
部

長
会
議
等
で
検
討
し
て
き
た
も

の
の
、
初
め
て
聞
い
た
と
い
う

中
央
委
員
が
い
る
一
方
、
こ
れ

ま
で
の
経
過
を
押
さ
え
、「
大

い
に
評
価
す
る
」
と
の
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。
来
年
度
に
は
調

整
も
あ
る
と
の
執
行
部
総
括
答

弁
を
受
け
、
保
留
１
、
賛
成
多

数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

中野委員長の音頭で「団結ガンバロウ！」

第146回中央委員会

年次、超勤、９日夜勤　人手不足に負けない運動を
中央委員会で秋の方針を決定

事 院 勧 告



　

第
48
回
壮
年

部
集
会
が
、
10

月
15
・
16
の
両
日
、

花
巻
温
泉
「
千

秋
閣
」
を
会
場
に

開
催
さ
れ
、
被
災

地
の
山
田
、
大
槌

支
部
も
含
め
15

支
部
・
本
部
72

人
が
参
加
（
岩
手

医
労
連
全
体
で

は
１
２
０
人
）
し

ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
東
京
か
ら
落

語
家
・
三
遊
亭
京
楽
師
匠
が
、

三
遊
亭
円
楽
門
下
の
十
八
番

と
も
言
え
る
古
典
落
語
「
芝

浜
」
を
熱
演
。
最
後
の
「
ま

た
夢
に
な
る
と
い
け
ね
ぇ
」

に
大
き
な
拍
手
が
あ
り
ま
し

た
。
続
い
て
、
直
前
に
ニ
ュ
ー

ス
に
も
な
っ
た
年
金
制
度
改

悪
の
問
題
を
、
年
金
相
談
の

窓
口
を
し
て
い
る
全
厚
生
労

組
の
○
○
氏
が
解
説
。
社
会

保
険
庁
を
分
限
解
雇
さ
れ
裁

判
闘
争
を
闘
っ
て
い
る
○
○

氏
か
ら
訴
え
も
あ
り
ま
し
た
。

　

夜
は
、
京
楽
師
匠
の
飛
び

入
り「
謎
か
け
」な
ど
も
あ
り
、

楽
し
く
交
流
、
二
次
会
へ
流

れ
て
行
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、「
退
職
後
も
助

け
合
い
」
と
し
て
医
労
連
共

済
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
制
度
改
定
等
で
、
退
職

前
２
年
間
の
加
入
条
件
、
加

入
で
き
る
期
間
は
79
歳
ま
で

な
ど
、
医
労
連
共
済
利
用
の

ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
元
気
が
出
た

と
来
年
の
参
加
を
楽
し
み
に
し

な
が
ら
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。 三遊亭京楽師匠の落語を楽しむ参加者

壮年部集会
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「
地
域
医
療
を
守
れ
!
」

〜
岩
手
と
全
国
で
も

 
交
流
会
開
催
さ
れ
る
〜

　

地
域
医
療
を
守
る
秋
の
交
流
会
が
、
遠
野
市
と
東
京
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
震
災
か
ら
半
年
が
過
ぎ
、
地
域
医
療
を
守
る
た
た

か
い
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
す
る
た
め
に
各
地
域
で
活
動
し
て
い

る
方
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。
県
の
交
流
会
に
は
、
県
医
労
か
ら
、

10
支
部
・
本
部
31
名
、
全
体
で
約
１
２
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

〔
無
床
後
の
現
実
は
〕

　

９
月
24
日
、
遠
野
市
で
行
わ

れ
た
「
第
２
回
地
域
医
療
を
守

る
全
県
交
流
会
」
は
、
無
床
化

さ
れ
た
６
地
域
と
津
波
で
被
災

し
た
沿
岸
か
ら
も
参
加
者
が
あ

り
、
熱
心
に
交
流
し
ま
し
た
。

　

各
地
域
か
ら
の
発
言
で
は
、

民
間
移
管
さ
れ
た
花
泉
の
施
設

に
関
し
て
住
民
か
ら
、
医
師
が

退
職
す
る
噂
が
あ
り
、
患
者
が

転
院
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
の
情

報
が
話
さ
れ
、
ま
た
被
災
地
の

陸
前
高
田
か
ら
は
、「
仮
設
で

も
、
病
院
と
し
て
ベ
ッ
ド
が
必

要
だ
」
な
ど
の
力
強
い
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
住
民
組

織
連
絡
会
の
○
○
代
表
か
ら
、

県
へ
の
要
請
行
動
も
含
め
、
今

後
の
地
域
医
療
を
守
る
決
意
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

〔
全
国
の
仲
間
へ
訴
え
〕

　
「
第
２
回
地
域
医
療
を
守
る

運
動
全
国
交
流
集
会
」
は
、
10

月
１
日
か
ら
２
日
、
東
京
都
内

の
会
場
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
２
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
１
日
目
、
記
念
講
演
の

あ
と
の
特
別
報
告
は
４
名
で
、

最
初
に
岩
手
医
労
連
・
中
野
執

行
委
員
長
よ
り
「
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
医
療
復
興
の
課
題
」

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。①「
医

療
過
疎
」
と
呼
ば
れ
た
地
域
の

更
な
る
地
域
医
療
の
後
退
、
②

復
興
計
画
と
議
会
や
県
の
動

き
、
③
県
立
病
院
の
再
建
を
め

ざ
し
た
私
た
ち
の
と
り
く
み
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
翌
日

は
、
各
分
科
会
に
わ
か
れ
、
運

動
の
交
流

を
行
い
ま

し
た
。

特
別
報
告
す
る

中
野
委
員
長

県議会議員6人も参加しました
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10
月
２
、３
日
の
両
日
、
網
張
温
泉
「
国
民
休

暇
村
」
に
お
い
て
、
第
７
回
「
県
医
労
友
の
会
」

の
つ
ど
い
を
20
人
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
再
会
の
喜
び
や
近
況
報
告
な
ど
話
題
が

つ
き
ず
、
大
い
に
盛
り
上
が
る
「
つ
ど
い
」
と
な

り
ま
し
た
。
２
日
目
は
、
県
医
労
本
部
か
ら
「
県

立
病
院
を
め
ぐ
る
情
勢
」
報
告
を
受
け
、
第
20
回

総
会
を
開
催
し
、「
友
の
会
」
の
組
織
強
化
と
県

民
医
療
を
守
る
取
り
組
み
方
針
を
決
め
ま
し
た
。 「

年
次
を
取
っ
て
舞
子
弁
当
の

会
に
参
加
を
」
と
い
う
企
画
で

す
。
か
わ
い
い
風
呂
敷
（
お
土

産
で
す
）
の
中
に
は
美
味
し
い

お
料
理
が
！ 

９
月
と
10
月
で
64

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

行楽の秋・食欲の秋

10
月
２
〜
３
日
、
32
名
参
加
で

青
森
へ
。
鰺
ヶ
沢
で
は「
わ
さ
お
」

に
会
い
、
八
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

お
土
産
を
購
入
。
久
し
ぶ
り
に

み
ん
な
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
。
写
真

は
浅
虫
水
族
館
で
。

大槌支部

胆沢支部

友
の
会
の
つ
ど
い

県
医
労

高
田
支
部
紹
介

　

今
回
は
高
田
支
部
を
紹
介
し
ま
す
。
県
議
会
で
知
事
が
答

弁
し
た
よ
う
に
、
仮
設
病
棟
が
建
設
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
高

田
病
院
。
今
回
は
女
性
部
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

■
高
田
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
何
人
？

＝
現
在
医
師
も
含
め
、
68
名
で
す
。

■
今
困
っ
て
い
る
こ
と
は
？

＝
工
事
が
始
ま
る
と
駐
車
場
が
か
な
り

遠
く
な
る
こ
と
。

■
は
や
っ
て
い
る
も
の
は
？

＝
に
ぎ
に
ぎ
体
操
、
毎
朝
患
者
様
と
一

緒
に
職
員
一
同
で
行 

う
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
。
職
員
・
患
者
様
か
ら
評
判
が
い

い
で
す
。そ
の
他
、野
球
部
、バ
レ
ー
部
、

卓
球
部
が
ア
フ
タ
ー
５
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
昼
休
み
を
利
用
し
て
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
も
盛
ん
で
す
。

■
今
必
要
な
も
の
は
？

＝
職
員
駐
車
場
、
組
合
事
務
室
、　

白

衣
。（
医
師
以
外
は
高
田
病
院
特
製
Ｔ

シ
ャ
ツ
と
医
療
局
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
で
働
い

て
い
ま
す
）

　

女
性
部
の
定
期
大
会

で
は
部
長
を
支
え
、
今

後
の
活
動
を
一
致
団
結

し
て
頑
張
っ
て
行
く
こ

と
を
再
確
認
し
ま
し

た
。「
愚
痴
も
磨
け
ば

要
求
に
な
る
」
女
性
の

パ
ワ
ー
は
健
在
で
す
。

　

組
合
員
の
９
割
が
支

部
の
何
ら
か
の
役
員
を

し
て
い
る
高
田
支
部
、

支
部
長
を
筆
頭
に
が
ん

ば
り
ま
す
。

組
合
員
の
９
割
が
支
部
の
役
員

一
致
団
結
が
ん
ば
っ
て
ま
す

女性部定期大会の様子

職員も一緒に朝のストレッチ
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青年部

　

10
月
20
日
㈭
、
東
京
・
日
比

谷
野
外
音
楽
堂
を
会
場
に
、
日

本
医
労
連
、
全
日
本
民
医
連
な

ど
10
団
体
が
主
催
す
る
「
い
の

ち
ま
も
る
10
・
20
国
民
集
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
住
民
本

位
の
震
災
復
興
、
く
ら
し
と
医

療
を
破
壊
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
、

医
師
・
看
護
師
の
増
員
な
ど
を

求
め
て
、
全
国
か
ら
５
５
０
０

名
、
県
医
労
か
ら
は
４
支
部
本

部
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
オ

レ
ン
ジ
色
に
「
い
の
ち
ま
も

る
」
と
白
抜
き
さ
れ
た
タ
オ
ル

を
手
に
、
厚
生
労
働
省
へ
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
上
げ
、
集
会

後
に
は
都
内
を
パ
レ
ー
ド
し
ま

し
た
。

　

集
会
で
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形

式
で
、
医
師
や
看
護
師
、
患
者

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
代

表
し
て
４
名
か
ら
発
言
が
あ

り
、
福
島
県
民
を
代
表
し
発
言

し
た
○
○
○
○
さ
ん
は
、
涙
で

声
を
つ
ま
ら
せ
な
が
ら
原
発
に

対
す
る
国
の
無
責
任
な
対
応
を

批
判
し
、
脱
原
発
を
訴
え
ま
し

た
。
そ
し
て
、「
今
も
福
島
に

た
く
さ
ん
の
人
が
住
ん
で
い
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。

福
島
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
参

加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
歌
手
の
ク

ミ
コ
さ
ん
が
「
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
〜

祈
り
〜
」
な
ど
を
熱
唱
し
、
参

加
者
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　10 月 23 日㈰、東京・明治公園を会場に全国青
年大集会 2011 が開催されました。「『震災だから』
じゃすまされない！まともな仕事と人間らしい生活
を！」のスローガンのもと、全国から約 4800 名の
青年が集結し、連帯と交流を深めました。メインス
テージでは、岩手を代表して岩手自治労連の○○青
年部長（大船渡市職労）が被災自治体労働者の実態
を発言しました（写真中央）。

　一戸病院支部青年部は、毎年恒例の新入組員合歓迎
会キャンプを 9月 3日㈯に軽米町ミレットパークで
開催しました。新入組合員 2名を含む総勢 16名が参
加し、BBQと花火で楽しく食べて飲んで盛り上がり、
新入組合員、そして一戸病院支部青年部同士の親睦を
深めました。早期に支部青年部定期大会を開催し一年
間の活動方針と新役員を選出する予定です。

いのちまもる10.20国民集会つなごう！

全国青年大集会2011

 新入組合員歓迎会キャンプ 新入組合員歓迎会キャンプ

 人間らしく生きる、いのちのバトン
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女性部

2011年度女性部長会議

ブロック集会の日程決まる

「放射能Ｑ and Ａの学習も行ないました」

ブロック 担当 日　程 会　場 内　容

 北部 二戸 11月５日
㈯ ワークイン二戸 アロマ・リンパ

マッサージ

 中部 胆沢 12月18日
㈰ さくらホール クリスマスケーキ

作り

 南部 磐井 11月19日
㈯

アストロロマン
大東

バウムクーヘン
作り

 三陸 釜石 11月12日
㈯

こすもす創作
農家レストラン

野菜ケーキ・豆を使っ
たデザート作り

岩手県民会館で開催された医労連女性部定期大会

　９月29日、岩手医労連第25回女性部
定期大会が県民会館で開催されました。
　大会では、２年に１度実施している「権
利アンケート」結果をもとに、母性保護、
働くルール確立をめざした取り組みや、
安心・安全の医療の確立など、１年間の
活動の総括と今年度の運動方針を確認し
ました。
　新年度役員には、県医労から○○○○
さん（南光）が書記長に選出されました。

岩手医労連女性部第25回定期大会

女性が安心して
働ける職場を

　

10
月
３
日
、

女
性
部
長
会
議

が
開
催
さ
れ
、

各
支
部
の
状
況

や
、
第
37
回
女

性
部
ブ
ロ
ッ
ク
集
会
の
日
程
等

を
話
し
あ
い
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
中
野
中
央
執
行
委
員

長
は
、
知
事
選
結
果
や
、
９
月

24
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
２
回

地
域
医
療
を
守
る
全
県
集
会
」

に
触
れ
な
が
ら
、「
医
療
の
復
興

計
画
は
こ
れ
か
ら
。
地
域
医
療

を
守
り
、
被
災
し
た
県
立
病
院

を
再
建
さ
せ
る
運
動
に
と
り
く

み
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

支
部
交
流
で
は
、
頻
繁
に
行

わ
れ
る
兼
務
発
令
が
精
神
的
な

負
担
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、

人
員
不
足
か
ら
す
ぐ
に
９
回
夜

勤
が
発
生
し
て
し
ま
う
こ
と
、

７
対
１
看
護
が
始
ま
っ
て
か
ら

年
次
が
取
れ
な
い
、
超
勤
に

な
っ
た
理
由
を
追
及
す
る
な
ど

の
い
や
が
ら
せ
や
圧
力
が
あ
る

こ
と
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旅
行
や
食
事
会
・
文

化
行
事
の
企
画
な
ど
、

「
集
ま
っ
て
、
話
し
て
、

元
気
に
な
ろ
う
」
と
い

う
女
性
部
の
活
動
報
告

も
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
担
当

支
部
を
中
心
に
ブ
ロ
ッ

ク
集
会
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。
開
催
は

無
理
と
思
わ
れ
た
三
陸

ブ
ロ
ッ
ク
も
釜
石
支
部

を
中
心
に
集
ま
り
、
交

流
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。
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私
の
楽
し
み
は
、
日
曜
日

の
「
ダ
ッ
シ
ュ
村
」
を
見
る
こ

と
だ
っ
た
の
で
す
が
、
原
発
事

故
の
た
め
に
、
そ
の
ダ
ッ
シ
ュ

村
も
避
難
区
域
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
も
の
を
作
り
、
育

て
る
姿
に
毎
週
励
ま
さ
れ
、
癒

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ダ
ッ
シ
ュ

村
が
元
通
り
の
姿
に
な
る
日
は

来
る
の
で
し
ょ
う
か
。

 

磐
井
支
部　

ベ
ガ

　

　

  

津
波
で
本
が
流
さ
れ
反
省

し
、
残
さ
れ
た
本
の
電
子
書
籍

化
を
め
ざ
し
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
と

裁
断
機
を
購
入
し
ま
し
た
。
自

炊
生
活
め
ざ
し
ま
す
。

 

釜
石
支
部　

Love ipat

　
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
」
と
騒
が
し

く
聞
こ
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

数
日
前
に
出
席
し

た
会
議
で
は
、「
床

屋
さ
ん
が
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
入
っ
た
ら
大
変

に
な
る
っ
て
言
っ

て
た
」
と
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
理
容
師
の
皆

さ
ん
が
長
い
間
築
き
上
げ
て
き

た
安
全
と
か
、
技
術
と
か
、
日

本
独
特
の
す
べ
て
が
ど
こ
か
に

行
っ
て
し
ま
っ
て
今
よ
り
更
に

安
い
価
格
で
提
供
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
理
容
師
さ
ん
方
は

や
っ
て
い
け
な
く
な
る
だ
ろ
う

と
い
う
内
容
で
し
た
。
弱
肉
強

食
の
市
場
原
理
が
持
ち
こ
ま

れ
、
安
全
す
ら
危
惧
さ
れ
る
と

い
う
も
の
で
す
▲
突
如
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
の
議
論
が
高
ま
っ
て
き
た

の
は
、
９
月
の
日
米
首
脳
会
議

で
野
田
首
相
が
「
早
期
に
結
果

を
出
す
」
こ
と
を
約
束
さ
せ
ら

れ
、
11
月
12
、
13
日
に
ハ
ワ
イ

で
開
催
さ
れ
る
ア
ジ
ア
太
平
洋

経
済
協
力
会
議
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

首
脳
会
議
を
控
え
て
い
る
た
め

だ
と
い
い
ま
す
▲
環
太
平
洋
経

9
月
号
パ
ズ
ル

9
月
号
パ
ズ
ル

　

９
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
28
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

■
９
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

お
つ
き
み
、
ホ
タ
テ
（
二

戸
支
部
）、
コ
ス
モ
ス
、
り
ん

ご
娘
（
一
戸
支
部
）、
○
○
○

○
○
（
中
央
支
部
）、
ク
ロ
カ

ナ
ブ
ン
（
中
部
支
部
）、
ま

ぐ
ろ
、
南
光
ゴ
ネ
オ
（
南
光

支
部
）、
ジ
ャ
ン
ボ
う
さ
ぎ
の

妻
、
エ
ビ
大
好
き
（
大
船
渡

支
部
）

　

通
常
業
務
よ
り
も
委
員
会
と

病
院
の
機
能
評
価
に
追
わ
れ
る

毎
日
…
。
疲
れ
た
な
ー

 

二
戸
支
部　

ホ
タ
テ

　

　

  

あ
っ
と
い
う
間
に
涼
し
く
な

り
ま
し
た
。
暑
か
っ
た
夏
も
す

で
に
忘
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
束

の
間
の
で
す
が
、
秋
晴
れ
に
心

穏
や
か
な
日
を
満
喫
中
で
す
。

 
大
船
渡
支
部　

ゆ
ゆ
パ
パ

　

　

　

各
地
で
お
祭
り
が
開
催
さ
れ

て
お
り
、
震
災
で
被
災
さ
れ
た

方
が
、
少
し
で
も
元
気
を
取
り

戻
し
て
く
れ
た
ら
と
願
っ
て
い

ま
す
。

 

久
慈
支
部　

ス
ス
キ

　

　

　

あ
の
大
震
災
以
来
、
地
盤
沈

下
し
て
し
ま
い
、
満
潮
に
な
る

と
通
勤
路
に
海
水
が
上
が
っ
て

き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
毎
日
潮

位
を
気
に
し
な
が
ら
通
勤
し
て

い
ま
す
。
い
つ
ま
で
続
く
、
こ

の
生
活
。

 

大
船
渡
支
部　

エ
ビ
大
好
き

済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
と
は

太
平
洋
を
囲
む
国
が
国
境
を
越

え
て
人
、
モ
ノ
、
カ
ネ
を
自
由

に
移
動
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う

と
い
う
協
定
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど

４
カ
国
が
２
０
０
６
年
に
締
結

し
、
現
在
は
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
も
参
加
交
渉

に
入
っ
て
い
ま
す
。
日
本
も
こ

れ
に
参
加
す
れ
ば
、
輸
入
品
の

関
税
を
基
本
的
に
ゼ
ロ
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
農
産
物

の
関
税
撤
廃
に
加
え
、
医
療
、

労
働
、
雇
用
、
金
融
、
商
慣
行

な
ど
経
済
社
会
全
般
に
か
か
わ

る
規
制
の
自
由
化
を
進
め
る
協

定
で
も
あ
り
国
民
生
活
に
打
撃

を
与
え
る
こ
と
が
、
浮
き
彫
り

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
▲
野
田

内
閣
発
足
か
ら
２
ヶ
月
。
税
と

社
会
保
障
の
「
一
体
改
革
」
で

消
費
税
増
税
を
狙
い
、
外
来
患

者
負
担
増
や
年
金
の
支
給
年
齢

の
引
き
上
げ
の
議
論
な
ど
、
安

心
で
き
る
材
料
が
ひ
と
つ
も
あ

り
ま
せ
ん
▲
財
界
と
ア
メ
リ
カ

の
た
め
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
は
な

く
、
被
災
地
復
興
を
！
と
声
を

あ
げ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

 

（
な
）



◇
復
興
へ　

景
気
を
つ
け
る　

秋
祭
り

（
や
ぶ
さ
め
）

◇
更
年
期　

こ
の
汗
、冷
や
汗　

玉
の
汗

（
そ
し
て
不
眠
も
）

◇
新
首
相　

増
税
す
る
の
は　

誰
の
た
め

（
被
災
地
住
民
）

◇
記
念
日
に　

年
次
も
取
れ
な
い　

我
が
職
場

（
休
め
な
い
人
）

◇
原
発
を　

安
全
と
い
う
な
ら　

東
京
に （山

本
大
郎
）

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11―

１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

11
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

11月の予定
１日（火）～ ９日（水）
 岩手医労連2011秋闘全国キャラバン岩手行動
２日（水）～ ３日（祝）
 保育大集会中央行動（東京）
５日（土） 第56回はたらく女性の岩手県集会（県民会館）
 県医労女性部第37回北部ブロック集会(二戸)
８日（火） 県医労書記研修会（岩手教育会館）
９日(水) 県医労給食問題研究会(県民会館)                  
10日(木) 統一要求書回答指定日                       
11日(金) 人事異動要求書提出                         
 日本医労連2011産別統一行動日
12日(土) 県医労女性部第37回三陸ブロック集会(釜石)
12日（土）～13日（日）
 日本医労連精神労組全国交流集会（東京）
13日(日) 11・13秋の県民大集会(岩手教育会館）
19日（土） 支部長会議（県民会館）
 県医労女性部第37回南部ブロック集会（大東）
19日(土）～20日（日）
 県医労青年部中央交流集会（仙台）
 日本医労連東北地方協精神労組交流集会（山形)
22日（火）～23日(祝)
 県医労職制組合員集会（ホテル大観）
26日（土）～27日（日）
 日本医労連病院給食対策全国交流集会（京都）
 日本医労連東北地方協院内保育所交流集会（山形）

12月の予定
３日（土） 36協定・安全衛生委員会担当者会議
８日（木）～９日（金）
 日本医労連2012年春闘討論集会(予定)
17日（土） 支部長会議(県民会館)
18日(日) 県医労女性部第37回中部ブロック集会(北上）

未来をになう子どもたちに

斡旋価格 1,470円
絵７枚　Ａ２版
59.4 × 42㎝（　　　）

核兵器のない世界を

2012カレンダー（大判）
いわさきちひろ


